
平
成
１９
年
度 

所
信
表
明
と
当
初
予
算

　

平
成
１９
年
第
１
回（
３
月
）
伊
予
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
６
日
か
ら
２６
日
ま

で
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
中
村
市
長
が
新
市
発
足
後
３
年
目
を
迎
え
て
の
所
信
表
明
を

行
っ
た
ほ
か
、
各
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
所
信
表
明
を
は
じ
め
、
議
会
で
可
決
・
同
意
さ
れ
た
事

項
の
主
な
内
容
、
平
成
１９
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

※
今
議
会
の
詳
し
い
内
容
は
、
５
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
市
２
町
が
合
併
し
、
新
伊
予

市
が
発
足
し
て
早
３
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
私
自
身
、

新
伊
予
市
の
初
代
市
長
と
し
て
市

政
を
ま
か
さ
れ
、
約
半
期
、
折
り

返
し
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
の
目
玉
で
も

あ
る
三
位
一
体
改
革
も
い
よ
い
よ

大
詰
め
を
迎
え
ま
し
た
。
国
は
、

こ
れ
ま
で
に
国
庫
補
助
負
担
金
を

４．７
兆
円
、
地
方
交
付
税
交
付
金
を

５．１
兆
円
整
理
す
る
一
方
、
地
方
へ

の
税
源
移
譲
は
３
兆
円
に
と
ど
ま

り
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

財
源
の
確
保
が
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
の
退
職
問
題
を
抱

え
る
中
で
、「
如
何
に
す
れ
ば
予

算
が
組
め
る
か
。」「
少
な
い
人
材

で
如
何
に
や
っ
て
い
く
か
。」
を
考

え
、
市
民
一
人
一
人
が
日
々
の
生

活
で
誇
り
と
生
き
が
い
を
持
ち
、

安
全
で
安
心
し
た
生
活
が
送
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
ら
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
、
地
域
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
は
、
地
域
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は
つ
ら
つ
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

１
■
安
全
防
災
対
策

　

現
在
、
強
力
に
推
進
し
て
い
る

自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
災
害
発
生

時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
図

れ
る
よ
う
、
平
素
か
ら
体
制
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
自

主
防
災
組
織
の
結
成
率
１００
％
を
目

指
す
と
と
も
に
自
ら
の
生
命
財
産

は
自
ら
守
る
と
い
う
基
本
的
な
防

災
意
識
の
啓
発
に
も
努
め
、
家
庭

や
地
域
で
の
防
災
対
策
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政

無
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内

全
域
に
的
確
な
情
報
を
素
早
く
正

確
に
伝
達
で
き
る
よ
う
平
成
２２
年

度
の
完
成
を
目
指
し
、
整
備
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
双
海
消
防
出
張

所
庁
舎
の
建
設
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
老
朽
化
し
た
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
等
、
消
防
施
設
・
設
備
の

整
備
更
新
を
計
画
的
に
進
め
、
消

防
、
救
急
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
対
策
で
は
、

交
通
環
境
の
変
化
に
即
応
す
る
た

め
、
交
通
安
全
施
設
整
備
の
充
実
、

交
通
安
全
教
育
、
街
頭
啓
発
を
実

施
し
、
事
故
防
止
策
を
多
面
的
に

推
進
し
ま
す
。

■
生
活
環
境
の
充
実

　

良
好
な
生
活
環
境
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
、
環
境
保
全
対
策
を
推

進
し
ま
す
。
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た

「
指
定
ご
み
袋
制
度
」
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃

ご
み
の
減
量
化
に
効
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
布
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
分
別
の
細
分
化
を
実

施
し
、
ご
み
の
資
源
化
回
収
を
推

進
し
ま
す
。

■
下
水
道
及
び
浄
化
槽
等
整
備

　

生
活
排
水
や
し
尿
な
ど
の
汚
水

処
理
の
柱
と
な
る
下
水
道
及
び
浄

化
槽
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
地
理
的
条
件
や
生
活
排
水
の

種
類
・
処
理
主
体
別
に
公
共
下
水

道
と
相
互
連
携
し
た
事
業
展
開
に

よ
り
、
汚
水
処
理
人
口
の
増
加
に

努
め
ま
す
。

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
は
、「
市
民
参
加
」

い
わ
ゆ
る
「
協
働
と
参
画
」
で
す
。

よ
り
多
く
の
市
民
が
主
体
的
に
参

加
し
、「
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
取
り

組
み
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
し

る
べ
と
な
る
総
合
計
画
実
施
計

画
は
、
２
月
２２
日
に
調
整
を
終

え
、
議
会
へ
も
報
告
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
必
要
性
、
効
率
性
、

費
用
対
効
果
等
を
十
分
検
証
す
る

と
と
も
に
、
市
民
に
も
積
極
的
に

公
表
し
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り

ま
す
。

　

伊
予
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
３
月
２
日
、
自
治

基
本
条
例
に
つ
い
て
の
提
言
書
の

提
出
が
あ
り
、
１９
年
度
は
こ
の
提

言
書
を
も
と
に
関
係
法
令
と
の
整

合
、
住
民
自
治
の
実
践
等
、
検
証

し
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
一
昨
年
１０
月
か
ら
約
半
年
を

か
け
、「
行
政
評
価
制
度
」、「
人
事

評
価
制
度
」
の
構
築
を
図
り
、
１８

年
度
に
は
、
確
実
な
運
用
の
た
め

の
条
件
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
新
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ら

の
制
度
を
本
格
的
に
導
入
し
、
適

正
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

■
新
年
度
主
要
施
策

　

都
市
基
盤
の
整
備
で
は
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
と

都
市
計
画
図
の
修
正
を
行
い
、
関

連
事
業
の
推
進
と
中
心
市
街
地
の

活
性
化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
資
源
の
確
保
で
す
が
、

八
倉
、
宮
下
、
高
瀬
の
３
水
源
を

集
約
し
た
高
度
浄
水
処
理
施
設
の

整
備
を
行
い
、
清
浄
で
安
定
し
た

水
の
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
渇

水
に
強
い
上
水
道
施
設
の
建
設
を

目
指
し
ま
す
。

　

次
に
、
道
路
・
交
通
基
盤
等
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
国
道

５６
号
の
市
場
地
区
か
ら
伊
予
警
察

署
間
の
４
車
線
化
、
国
道
３７８
号
の

三
秋
地
区
か
ら
高
野
川
地
区
間
の

改
良
と
伊
予
郵
便
局
か
ら
伊
予
警

察
署
間
の
交
通
安
全
対
策
事
業
が

具
体
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
日
常
生
活
に
直
接
か
か
わ
り
の

あ
る
市
道
整
備
で
は
、
各
地
域
の

緊
急
性
や
利
便
性
を
考
慮
し
、
費

用
対
効
果
等
を
見
極
め
な
が
ら
着

実
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

で
す
が
、
電
子
自
治
体
の
推
進
で

は
、
現
在
の
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
活
用
の
１
つ
と
し
て
、
職

員
間
の
情
報
共
有
を
促
す
た
め
、

一
元
窓
口
と
な
る
「
職
員
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
を
導
入
し
、
そ
の
効

果
的
な
運
用
に
よ
っ
て
、
職
員
の

能
力
・
資
質
の
向
上
と
事
務
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や

関
連
す
る
新
技
術
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な

ど
の
新
た
な
情
報
通
信
手
段
に
つ

い
て
は
、
特
に
辺
地
に
お
け
る
テ

レ
ビ
等
の
難
視
聴
対
策
を
主
眼

に
、
国
や
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
新
市
の
基
礎
的
条
件
の

整
備
に
加
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
政
策
を
も
と
に
、
１９
年
度
の
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
が
、
総
合

計
画
の
４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
に
沿
っ
て
、
そ
の
概
要
を

施
策
体
系
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

自主防災組織結成支援事業 ９２５万円

防災行政無線管理費 １，１７８万９千円

消防団設備費 ２，９２９万６千円

指定ごみ袋制度費 ３，２２０万５千円

浄化槽設置整備事業 ２，２１５万５千円

主な事業内容
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や
す
ら
ぎ
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

２
■
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

１９
年
度
に
具
体
的
な
基
本
計

画
、
実
施
計
画
を
定
め
、
早
期
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

１８
年
度
か
ら
介
護
予
防
に
重
点
を

置
い
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
１９
年
度
か
ら
は
高
齢
者

を
支
援
す
る
拠
点
と
な
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
長
寿
介
護
課

に
開
設
し
、
予
防
重
視
型
シ
ス
テ

ム
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険

　

昨
年
度
、
国
で
成
立
し
た
医
療

制
度
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
平
成

２０
年
４
月
か
ら
被
保
険
者
・
被
扶

養
者
に
対
し
て
、
特
定
健
診
・
指

導
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
１９
年
度
中
に
具
体
的

な
実
施
計
画
を
定
め
ま
す
。

■
老
人
保
健

　

平
成
２０
年
４
月
か
ら
制
度
が
大

き
く
変
わ
り
、
７５
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
発
足
し
ま

す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
１９

年
度
は
、
新
制
度
へ
の
準
備
期
間

と
し
、
制
度
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
少
子
化
対
策

　

少
子
化
の
進
行
、
核
家
族
化
や

女
性
の
社
会
進
出
等
、
子
育
て
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
２１
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
策

定
し
た
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
に
基
づ
い
て
、
各
事
業
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉

　

身
体
、
知
的
、
精
神
の
３
障
害

制
度
を
整
理
統
合
し
、
就
労
支
援

を
重
視
す
る
障
害
者
自
立
支
援
法

が
昨
年
１０
月
に
本
格
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

■
健
康
増
進

　

保
健
セ
ン
タ
ー
を
健
康
づ
く
り

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
健
康
診
査
・

健
康
相
談
・
健
康
教
育
等
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
ひ
と
づ
く
り

３
■
学
校
教
育

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
１９
年
度
も
引
き
続
き
学
校
給

食
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
・

研
究
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
結
論

を
得
た
段
階
で
、
市
民
へ
の
説
明

を
行
い
、
理
解
を
得
な
が
ら
早
期

の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
港
南
中
学
校
校
舎
改
築

事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
の
３
月

末
、
第
１
期
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

今
後
、
第
２
期
事
業
で
は
、
屋
内

運
動
場
、
プ
ー
ル
整
備
を
総
合
計

画
実
施
計
画
に
基
づ
き
推
進
し
ま

す
。
双
海
地
区
の
翠
小
学
校
は
、

環
境
省
の
学
校
エ
コ
改
修
事
業
と

環
境
教
育
事
業
モ
デ
ル
校
の
指
定

を
受
け
、
環
境
に
特
に
配
慮
し
た

改
修
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
学
校
生
活
支
援
員
設
置

事
業
で
は
、
障
害
等
を
有
し
、
学

校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
な
児
童

生
徒
が
、
豊
か
な
学
校
生
活
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
小
学
校
３
校
と
中

学
校
２
校
に
計
１０
人
を
配
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
広
く
世
界
に
は
ば
た
く

人
材
育
成
を
目
指
す
中
学
生
海
外

派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
変
好

評
で
す
の
で
、
１９
年
度
も
市
内
の

中
学
生
２６
人
を
派
遣
し
ま
す
。

■
社
会
教
育

　

社
会
教
育
で
は
、
市
民
が
自
己

実
現
の
た
め
、
生
涯
の
あ
ら
ゆ
る

場
に
お
い
て
学
習
や
活
動
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
青
少
年
健
全
育
成
で
は
、

地
域
の
教
育
力
の
低
下
や
問
題
行

動
の
低
年
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
青
少
年

の
悩
み
や
問
題
行
動
の
解
消
に
努

め
、
地
域
教
育
を
通
じ
て
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
、
人
権
・
同
和
教
育
の
推

進
で
は
、
一
人
一
人
の
基
本
的
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
推
進
体
制
や
啓
発

活
動
の
充
実
強
化
な
ど
総
合
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自立支援サービス事業 １，７６８万円

介護保険事業 ５億６２８万７千円

老人保健事業費 ２，８６４万２千円

放課後児童健全育成事業 ２，９６０万８千円

自立支援扶助費 ３億５，３７３万８千円

主な事業内容

中学生海外派遣事業 ４６５万円

ＡＬＴ派遣事業 １，６６８万８千円

生涯学習推進費 ９１６万４千円

公民館活動費 １，１７２万円

人権同和教育費 ４３６万２千円

主な事業内容

広報いよし(�)



主
な
可
決
案
件

も
り
も
り
元
気
な
し
ご
と
づ
く
り

４
■
農
林
水
産
業
振
興

　

「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
を
受
け
て
、
新
た
な

経
営
安
定
対
策
が
１９
年
度
か
ら

本
格
的
に
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
農

業
者
を
後
押
し
、
創
意
工
夫
に
満

ち
た
「
攻
め
」
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
農
業
振
興
施
策
を
進
め
ま

す
。

　

次
に
、
林
業
振
興
で
は
、
引
き

続
き
、
間
伐
、
下
刈
等
の
造
林
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
適
正

な
森
林
環
境
の
保
全
、
林
業
経
営

の
安
定
、
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

次
に
、
水
産
業
振
興
で
は
、
漁

礁
等
、
漁
場
の
適
正
な
管
理
、
高

級
魚
種
の
放
流
育
成
を
促
す
ほ

か
、
魚
食
の
普
及
や
水
産
加
工
施

設
の
近
代
化
等
経
営
基
盤
の
強
化

に
向
け
た
漁
業
協
同
組
合
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

■
商
工
振
興

　

商
工
会
議
所
、
商
工
会
を
中
心

に
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
郡
中
、

商
業
団
体
等
と
緊
密
に
連
携
を
保

ち
つ
つ
、
空
洞
化
が
著
し
い
商
店

街
の
活
性
化
、
地
場
産
業
の
振
興

と
育
成
に
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観

点
か
ら
地
域
の
特
色
が
生
か
せ
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
観
光
・
イ
ベ
ン
ト

　

自
然
、
景
観
、
歴
史
文
化
、
産

業
な
ど
様
々
な
分
野
の
豊
か
な
地

域
資
源
を
伊
予
市
の
「
宝
」・「
誇

り
」
と
し
て
整
備
、
見
直
し
を
行

い
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
周

遊
型
の
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
中
心
と
し
た

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
中

山
栗
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
消
費

拡
大
を
図
る
「
な
か
や
ま
栗
ま
つ

り
」、
双
海
の｢

夕
焼
け
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
観

光
協
会
や
関
係
各
団
体
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
住
民
参
画
の

イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
、
観
光

振
興
等
に
努
め
ま
す
。

■
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関

等
に
派
遣
さ
れ
る
伊
予
市
職
員

の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関

等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
身
分
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

■
伊
予
市
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

４
月
１
日
か
ら
市
内
保
健
セ
ン

タ
ー
の
開
館
時
間
と
使
用
料
が
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

《
開
館
時
間
》　

８
時
３０
分
～
１７
時

３０
分

《
使
用
料
》　

全
地
域
で
無
料

※
双
海
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
目
的
外

使
用
の
場
合
有
料
で
す
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　

４
月
１
日
か
ら
の
市
内
各
施
設

の
指
定
管
理
者
が
下
表
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

岡
本
正
満
さ
ん（
上
野
）【
再
任
】

導 入 施 設 指定管理者

１
なかやま交流促進セン

ター（花の森ホテル）
山陽物産

株式会社２ なかやまフラワーハウス

３ なかやま野外音楽広場

４
伊予市老人デイサービ

スセンター「もものさと」

えひめ中央

農業協同組合

５ 伊予市老人福祉センター

社会福祉法人

伊予市社会福

祉協議会

６
伊予市高齢者福祉増進施

設「唐川ふれあいプラザ」

７
伊予市老人憩の家

「上灘老人憩の家」

８
伊予市老人憩の家

「中山老人憩の家」 社会福祉法人

中山梅寿会
９ 伊予市高齢者共同住居

１０

なかやま農畜産物処理

加工施設「中山農畜産物

処理加工場」

中山

農産加工組合

１１

なかやま農畜産物処理

加工施設「永木農畜産物

処理加工場」

永木

農産加工組合

１２

なかやま農畜産物処理

加工施設「野中農畜産物

処理加工場」

野中

農産加工組合

１３

なかやま農畜産物処理

加工施設「佐礼谷農畜産

物処理加工場」

佐礼谷

農産加工組合

１４ なかやま農産物直売施設
添賀観光農園

組合

※１・２・３・１０・１１・１２・１３・１４の施設の利
用料金は、各指定管理者が提示する利用料
金を納めてください。

指定管理者導入施設

中山間地域等直接支払事業 １億３，３１６万円

水田農業構造改革対策事業 ３１９万８千円

林業振興助成事業 ２，５１８万９千円

観光振興事業 ６８８万３千円

中心市街地活性化推進事業 ２４０万円

主な事業内容

広報いよし (�)



■
予
算
編
成
方
針

　

１９
年
度
は
、
定
率
減
税
の
廃
止
、

国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
移
譲

が
実
施
さ
れ
る
も
の
の
、
所
得
譲

与
税
や
地
方
特
例
交
付
金
な
ど
の

廃
止
縮
減
等
、
地
方
財
政
は
依
然

と
し
て
極
め
て
厳
し
く
、
将
来
の

見
通
し
も
不
安
定
な
状
況
で
す
。

　

伊
予
市
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ

た
財
源
を
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
、
伊
予
市
行
政

改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、
伊
予
市
補

助
金
等
の
見
直
し
基
準
の
制
定
、

指
定
管
理
者
制
度
の
追
加
導
入
を

行
う
な
ど
、
不
断
の
行
財
政
改
革

を
反
映
し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

緊
縮
型
の
予
算
内
容
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
１９
年
度
は
「
伊
予
市
総

合
計
画
」
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
す
。
今
後
、
総
合
計
画

に
基
づ
い
た
地
域
の
活
力
を
導
き

出
す
施
策
を
展
開
し
、
市
民
に
地

方
自
治
へ
の
信
頼
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
常
に
市
民
の
求
め

る
形
で
情
報
公
開
を
行
い
、
財
政

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

区　分 予 算 額
国民健康保険 ４５億５，７８２万４千円
老人保健 ４６億５２４万３千円
介護保険 ３２億９，２９５万１千円
簡易水道 １億４，１３２万４千円
飲料水供給施設 ５６１万９千円
浄化槽整備 ３，２１８万５千円
農業集落排水 １億４７８万５千円
伊予港上屋 ９７６万１千円
公共下水道 １０億８，７７９万円
特定環境保全公共下水道 ８，８８９万７千円
介護サービス事業 ２，２６３万３千円

区　分 予 算 額
水道事業 ９億１，６１４万４千円

特別会計

企業会計

１３９億４，９０１万２千円

９億１，６１４万４千円

１３７億７，６７１万２千円  一般会計予算総額

歳 入

歳 出

[ 歳出 ]合計

１３７億７，６７１万２千円

教育費（８．３％）
１１億４，９６２万９千円

消防費（５．２％）７億１，８００万３千円

衛生費（８．７％）
１１億９，５２８万１千円

土木費（１１．１％）
１５億２，７７９万２千円

公債費（１７．０％）
２３億３，９０４万１千円

民生費（２９．４％）
４０億４，６９５万１千円

その他（３．０％）４億２，２９１万５千円

農林水産業費（５．２％）７億１，２３１万９千円

[ 歳入 ]合計

１３７億７，６７１万２千円

市税（２５．６％）
３５億２，７４９万３千円

地方交付税（３８．４％）
５２億８，９５５万１千円

国・県支出金（１０．０％）
１３億７，４８７万３千円

使用料及び手数料（１．９％）
２億６，０５０万１千円

繰入金（５．９％）
８億１，８５９万７千円

総務費（１２．１％）
１６億６，４７８万１千円

その他（６．０％）８億３，４０９万７千円

繰越金（５．１％）７億円

市債（４．８％）６億６，１６０万円

地方消費税交付金（２．３％）
３億１，０００万円

広報いよし(�)

平
成
１９
年
度 

当
初
予
算

平成１９年度予算総額

２８６億４，１８６万８千円
（前年度比　▲０．７％）


